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１．団体登録でできること 

 NISE 学びラボは、登録い

ただいた各団体のニーズに

合わせて、特別支援教育に関

するオンライン研修の提供

を支援します。 

 

（１）NISE が配信する講義

コンテンツを組み合わせた

研修プログラムの作成 

 NISE 学びラボでは、目的に応じてコンテンツを組み合わせて、受講者が視聴する研修プ

ログラムを作成することが可能です。設定により、一定の視聴順序に従った視聴を受講者

に求めることも可能です。 

 

（２）受講者ごとに異なる研修プログラムの配信 

NISE 学びラボでは、受講者ごとに異なる研修プログラムを配信することが可能です。「特

別支援学校初任者」「特別支援学級新担任」「通級新担任」「ミドルリーダー」「管理職」な

ど、研修の企画ごとに研修プログラムを割り当てて配信することができます。 

 

（３）研修プログラム別の視聴状況の確認 

 NISE 学びラボでは、作成した研修プログラムごとに受講者の視聴状況（未受講、受講中、

受講済）を把握することが可能です。 

 

（４）受講者別の視聴状況の確認 

 NISE 学びラボでは、研修プログラムに参加する一人一人の受講者の学習状況（受講状態、

講義閲覧回数、講義閲覧累積時間、講義初回閲覧完了日時、講義最

終閲覧日時、受講期間など）を把握することが可能です。 

 

（５）視聴修了証明書の発行 

 NISE 学びラボでは、研修プログラムの視聴を修了した受講者に

対し、視聴修了証明書を発行することが可能です。 

 

（６）受講者へのお知らせ 

 NISE 学びラボでは、ログイン後のホーム画面にある「お知らせ」

に各種のお知らせを掲示したり、受講者にメールを配信したりする

ことが可能です。 

  

コンテンツB

コンテンツA

プログラムⅠ（年次研修）

プログラムⅡ（ミドルリーダー）

コンテンツC

コンテンツB

コンテンツA

コンテンツBコンテンツE
コンテンツAコンテンツD

プログラムⅢ（管理職）研修管理者



NISE 学びラボ 研修管理者マニュアル 

3 

 

２．システム利用前の準備 

 システムを利用する前に以下の内容をつかみ、研修を円滑に進めましょう。 

 

（１）計画 

研修実施に先立ち、研修の目的、受講対象者、視聴期間、使用する講義コンテンツを明

確にします。講義コンテンツは 140 以上あるので、予め視聴しておき、必要なものを選択

しておきましょう。併せて、研修を運営する上で必要となる募集手続きや、コンテンツの

受講方法についても明らかにします。事前の準備によって、研修の運営に見通しをもちま

しょう。 

 

（２）参加者への周知 

 研修の計画を参加者に周知して、受講者を募集します。受講者を登録する際には、下記

の五つの情報が必要となります。受講者からの聴取を忘れずに行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 併せて、研修管理者は、受講者が視聴するまでの間で下記の流れを経ることになります。

最後に「③受講者に対する受講方法のお知らせ」をすることを踏まえ、コンテンツの視聴

方法を整理し、予め周知しておくと、円滑な研修の運営につなげられるでしょう。 

 

  

【事前の聴取事項】 

①氏名 

②メールアドレス 

③生年月日（西暦）※生年月日は必須項目ではありません 

④所属 

⑤役職名 

（1:校長、2:副校長・教頭、3:教諭、4:臨時的任用教員、5:養護教諭、6:指導主事、7:

その他） 

 

【視聴までの流れ】 

①参加受付 

②研修管理者による登録作業 

③受講者に対する受講方法のお知らせ 
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３．団体登録とログイン 

 システムの利用に先立ち、団体登録を行います。登録が完了すれば、ログインが可能と

なります。 

 

（１）利用申請 

 研修管理者は、予め団体登録をする必要があります。ログイン画面の「利用申請」リン

クをクリックし、利用申請画面から団体申込を行ってください。なお、申請確定（下記手

順の⑤）の後、申請結果メールが届くまで数日の期間をいただきますので、ご注意くださ

い。 

  

①ログイン画面の「利用申請」リンクを   

クリックし、利用申請画面へ移動して 

ください。 

 

 

 

 

②利用申請画面にて、「団体申込」を選択 

してください。 

 

 

 

 

③入力画面に移動後、必要事項を記入し、 

「確認」ボタンをクリックしてください。 

 

④確認画面へ移動し、内容に問題がなけれ 

ば、「仮申請」ボタンをクリックしてく 

ださい。内容を修正したい場合は、「戻 

る」ボタンで入力画面へ戻り、内容を修 

正してください。 

 

 

⑤仮申請が完了すると、入力したメールアドレス宛に申請確定のためのメールが届きます。

届いたメールの URL をクリックし、申請を確定させてください。 

 

⑥申請が承認または却下されると、申請結果メールが届きます。承認されると、学びラボ

へのログインが可能になります。  
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（２）ログイン 

 

 付与された ID とパスワードを入力し、

ログインします。 

 

 

 

 

 

 

ホームの画面に移動したら、画面上部の

「管理者用」のバナーをクリックしてくだ

さい。管理者メニューのページに移動しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 管理者メニューの概要は以下のとおりです。 

・学習状況管理   学びラボで公開されているコンテンツの受講状況が確認できます。 

・研修プログラム  研修プログラムに関する操作を行えます。 

・お知らせ管理   学びラボに登録されているユーザーに対して、システム上で確認で

きるお知らせか、メールを送信することができます。 

・マスター管理   学びラボで学習を行うユーザーを追加、変更、削除することができ

ます。 

・マニュアル    各種マニュアルをダウンロードすることができます。 
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４．ユーザー登録 

 受講者がコンテンツを視聴できるようにするためには、受講者の情報を予めシステムに

登録します。 

 

（１）ユーザー登録画面 

 管理者メニューの中の「マスター管理」

のアイコンをクリックし、マスター管理画

面に移動します。 

 

 

 画面中の「ユーザーマスター」を選択し、

「ユーザーマスター管理」画面に移動しま

す。 
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（２）ユーザー登録手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ユーザーの登録内容の変更、削除は、ユーザーマスター画面から直接行うことができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①画面右下の「テンプレート出力」ボタンを押して、登録用 Excel ファイルを出力

します。 

②登録用テンプレートに以下の内容を入力し、受講者のリストを作成します。 

・氏名 

・メールアドレス 

・生年月日（西暦）※生年月日は必須項目ではありません 

・所属 

・役職名…1:校長、2:副校長・教頭、3:教諭、4:臨時的任用教員、5:養護教諭、

6:指導主事、7:その他 

 

 

 

 

 

 

 

  ③ユーザーマスター管理画面下部の「ファイルを選択」を押して、作成した Excel

ファイルを指定したら、「読込」ボタンを押して、登録は完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

①左端のチェックボックスをチェックして、登録内容の変更、削除を必要とするデ

ータを選択します。 

②ユーザーID、ユーザー名、生年月日、グループコード、グループ名、所属、役職、

権限（研修管理者 or 一般）、メールアドレス、表示、備考、ユーザーID に変更

等を加えます。 

③「変更」「削除」のいずれかを押して完了です。ID を削除されるとログインでき

なくなります。受講者に対して変更内容の確認を行ってください。 
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※ この手続きを通して受講者ごとにユーザーID が付与されます。ユーザーID は、ログイ

ンに当たって必要となります。 

 

 

その他、ユーザーマスター管理画面では、以下の操作もできます。 

・検索       受講者の属性を入力してリスト内の候補を返します。 

・グループ検索   受講者が属するグループを入力してリスト内の候補を返します。 

・ページ内全選択  結果が 21件以上の場合、結果が複数ページに表示される。本ボタン

では現在表示しているページのチェックボックス項目に対して、チ

ェックを ONにする。 

・全ページ選択 上記の様に複数ページに表示されている際に、現在表示しているペ

ージ内の項目だけではなく全ての項目に対して、チェックを ONにす

る。 

・パスワード初期化 選択しているユーザーのパスワードをリセットする。リセットされ

たユーザーのパスワードは、ユーザーIDと同じとなる。 

・変更       選択しているユーザーの項目を、現在入力されている値で更新する。 

・削除 選択しているユーザーを削除する。削除されたユーザーはログイン

できず、そのユーザーに関連するデータ（受講データを含む）は削

除される。 
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５．研修プログラム作成 

 目的に応じてコンテンツを組み合わせて、受講者が視聴する研修プログラムを作成しま

す。 

 

（１）研修プログラムマスター画面 

  

メニュー画面にある「研修プログラム」

のメニューのうち、「プログラム作成」を

選択し、「研修プログラムマスター管理」

画面に移動します。 

 

研修プログラムマスター管理画面にあ

る「新規登録画面」ボタンを押して、「研

修プログラムマスター登録」画面に移動

します。 
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（２）研修プログラム作成手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①目的に応じて「研修プログラム名」「概要」のテキストを入力します。併せて、

作成する研修プログラムの公開期間を定めます。「研修プログラムのコンテンツ

受講順を固定にする」場合には、当該のチェックボックスにチェックを入れてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②講義選択の「選択」ボタンを押して、システムに登録されているコンテンツの一

覧を表示します。その中から研修プログラムに登録したいコンテンツを選択し

て、「選択」ボタンを押すと、講義一覧に選択した内容が反映されていきます。 
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※ 作成された研修プログラムの視聴期間は、最長で作成した年度の 3 月 31 日までとして

ください。年度を超えて視聴期間を設定したとしても、年度末には全ての研修プログ

ラムは削除されます。 

 

 

 

 

 

③研修プログラムをすべて視聴した後、受講者が視聴証明書を発行できるように

するには、修了証様式名選択のタブから「視聴修了証明書」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「視聴修了証明書」の発行を選択した場合、受講者はすべてのコンテンツ視聴を

終えた場合に限り、「研修プログラム詳細」の画面から「視聴修了証明書」を取

得することが可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④最後に「登録」ボタンを押せば、研修プログラムは完成です。別のプログラム

を作成したい場合には、一度「戻る」を押してください。 

再度、研修プログラムマスター管理画面にある「新規登録画面」ボタンから

「研修プログラムマスター登録」画面に入り、手順の①から繰り返します。 
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その他、研修プログラムマスター登録画面では、以下の操作もできます。 

・公開期間  ユーザーが受講できる期間。空欄の場合は無期限とな

る。ユーザーは期間外の研修プログラムを受講すること

ができない。（受講状況などの実績データの参照はでき

る。） 

・研修プログラムのコンテンツ受講順を固定にする 

研修プログラムに登録したコンテンツの受講順をユー

ザーに強制させる。順番は講座一覧の「表示順」欄の

値に従う。 

・講座一覧 現在研修プログラムに登録されているコンテンツが表

示される。チェックボックスは後述の操作に使用する。

[行削除]ボタンを押すと、該当行のコンテンツを研修プ

ログラムから削除する。 

・[最初]ボタン  講座一覧で選択（以後、講座一覧でチェックボックス

をチェックすることを指す）しているコンテンツの順番

を先頭に移動する。 

・[上]ボタン 講座一覧で選択しているコンテンツと、その一つ上にあ

るコンテンツの順番を入れ替える。 

・[下]ボタン 講座一覧で選択しているコンテンツと、その一つ下にあ

るコンテンツの順番を入れ替える。 

・[最後]ボタン 講座一覧で選択しているコンテンツの順番を最後に移

動する。 
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（３）研修プログラムの変更・削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①「研修プログラムマスター管理」画面の「検索」ボタンを押すと、全ての研修プ

ログラムが一覧に表示されます。特定の研修プログラムだけを一覧に示したい場

合には、検索条件を入力してから、「検索」ボタンを押します。検索項目の詳細

は以下のとおりです。 

・研修プログラム名（上段） 

現在登録されている研修プログラムの中から一つを選んで条件とすることが

できます。表示される研修プログラムは参照、編集権限があるもののみです。 

・研修プログラム名（下段） 

研修プログラム名に含まれる単語を自由入力で指定して条件とすることがで

きます。単語は１単語まで、部分一致を条件として検索を行います。 

・公開期間 

研修プログラムに登録されている公開期間を検索対象として検索を行うこと

ができます。左（From）側の値を指定した場合、公開期間の From が指定され

ていないか、入力された日付以降の日付が公開期間の From に指定されている研

修プログラムが検索結果として表示されます。右（To）側の値を指定した場合、

公開期間の To が指定されていない研修プログラムか、入力された日付以前の日

付が公開期間の To に指定されている研修プログラムが検索結果として表示され

ます。両方を指定した場合は上記の条件が AND 条件として検索されます。 

 

②表示された研修プログラム名を選択すると、その研修プログラムの編集画面に移

動します。表示される研修プログラムは、自身が研修責任者となっている研修プ

ログラムか、システム管理者が研修責任者を指定せずに作成した研修プログラム

です。なお、研修管理者権限のユーザーが編集できる研修プログラムは、自身が

研修責任者となっている研修プログラムだけです。 

 

③研修プログラム作成手順と同様の手順で設定項目を変更し、「変更」ボタンを押

せば、内容を更新できます。研修プログラムの削除を行う場合、「削除」ボタン

を押します。 
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６．研修プログラム割り当て 

研修プログラムは作成しただけでは受講者は研修プログラムを受講することができませ

ん。そこで、作成した研修プログラムを受講者ごとに公開するための操作を行います。 

 

（１）研修プログラム割り当て画面 

  

メニュー画面にある「研修プログラム」

のメニューのうち、「プログラム割当」を

選択し、「研修プログラム割当」画面に移

動します。 
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（２）研修プログラム割当、解除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①割当の対象者を一覧に示します。それぞれの場合に応じて検索条件を設定し、研

修プログラムを割り当てる場合には「割当対象検索」ボタンを、研修プログラム

の割当を解除する場合には「解除対象検索」ボタンを押します。 

・研修プログラムを選んで割り当てる場合 

  「研修プログラム名」のリストから割り当てたい研修プログラムを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

・受講者を選んで割り当てる場合 

  ユーザーID、ユーザー名を入力する、または生年月日、所属、役職のそれぞれ

の条件を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

②「割当対象検索」「割当対象解除」のいずれか押したボタンに応じて、対象とな

る受講者のリストが一覧に表示されます。リストの中から割当/解除の操作を行

いたい受講者を選び、左側にあるチェックボックスにチェックを入れ、「割当」

ボタン、あるいは「割当解除」ボタンを押せば、割当/解除は完了します。 

・割当対象検索を行った場合 

                     現在割当が行われていない（受講す 

                     ることができない）状態のユーザー 

/研修プログラムと「割当」ボタン 

が表示されます。 

 

・解除対象検索を行った場合 

                     現在割当がされている状態のユー 

ザー/研修プログラムと「割当解除」 

ボタンが表示されます。 
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※研修プログラムの割当によって、受講者は割り当てられた研修プログラムを視聴するこ

とができるようになります。このとき、受講者ごとに登録しているメールアドレスが、

受講者ごとの初期パスワードになります。 

※受講者に研修プログラムが適切に割り当てられたかどうかの検証は必ず行ってください。

（例：NISE 学びラボのログイン画面から、各受講者に割り当てた ID、初期パスワード

を用いてログインし、割り当てたとおりに研修プログラムの視聴が可能となっているか

どうかを確認する。） 

※受講者に研修プログラムを割り振った後、新たに研修プログラムを作成した場合には、

その都度新しい研修プログラムを受講者に割り振る必要があるので注意が必要です。 

 

その他、研修プログラム割当画面では、以下の操作もできます。 

・ページ内全選択 結果が 21件以上の場合、結果が複数ページに表示されます。本

ボタンでは現在表示しているページのチェックボックス項目に

対して、チェックを ON にすることができます。 

・全ページ選択 上記の様に複数ページに表示されている際に、現在表示している

ページ内の項目だけではなく全ての項目に対して、チェックを

ON にすることができます。 

・クリア 検索条件および検索結果一覧の表示を初期状態にすることがで

きます。 
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７．受講者へのお知らせ 

 ここまでの作業を通じて、作成された研修プログラムの視聴準備が整いました。登録し

た視聴者に対して、受講方法をお知らせすれば、いよいよ研修プログラムは開催されます。

受講に当たって最低限必要となる情報は以下の四つです。 

 

 

 

 

 

 

 

その他、団体ごとに定めた実施要項、視聴マニュアルなどがあれば、その共有も必要と

なるでしょう。研修プログラム受講後に視聴証明証の提出を求める場合には、その手続き

を明示することも必要でしょう。各団体が有するシステム等を活用して連絡をとりあい、

受講者ごとに必要な情報をお知らせしてください。 

 なお、NISE 学びラボでは、研修管理者が管理するユーザーに対して、学びラボ上で確認

できる「お知らせ」の配信と、「メール」配信ができます。以下には、お知らせおよびメー

ルを管理、配信する方法について説明します。 

 

（１）お知らせ管理画面 

 管理者用メニューにある「お知らせ管理」のアイコンをクリックすると、

「お知らせ一覧」画面に移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【受講開始時に知らせる情報】 

①学びラボのホームページ（https://labo.nise.go.jp） 

②初期ユーザーID（４．ユーザー登録 を参照） 

③初期パスワード（受講者のメールアドレス） 

④受講者用マニュアル（団体登録向け） 
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①「お知らせ作成」ボタンを押してお知らせ作成画面を開きます。 

②件名、本文の各入力スペースにテキストを入力して送信内容を編集します。雛形

を選択すれば、予め用意されている件名、本文が自動的に記入されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ファイルを添付する必要があれば、「添付ファイル追加」ボタンを押して、必要

なファイルを選択してください。 

 

④編集を終えたら、「対象者選定」ボタンを押して、対象者選定画面に移動します。 

 

受講者全員に視聴を案内する

ために、本文中にホームペー

ジのアドレスを書き込んでい

ます。氏名、ログイン IDは、

受講者ごとに異なるので、本

文中の氏名の部分には、

<userName>と記載し、またユ

ーザーIDの部分には<userId>

と記載することで、受講者の

氏名やユーザーIDがメールに

差し込まれて送信されます。 

初期パスワードは、登録され

たメールアドレスであるこ

と、ログイン後すぐにパスワ

ードを変更することも伝えま

す。 

（２）お知らせ及びメールの配信手順（視聴の案内を例にして） 
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④「配信設定」と「対象ユーザー選択」を設定し、対象者を選定します。 

 

・「配信設定」では、以下の項目・内容を設定することができます。 

 

 

 

 

「対象」 配信の対象を選択します。 

「全員」は、全ユーザーが検索対象となります。 

「コンテンツ」は、対象のコンテンツが割り当てられているユーザ

ーのみが検索対象となります。 

「研修プログラム」は、対象の研修プログラムが割り当てられてい

るユーザーのみが検索対象となります。 

 

「条件」 受講状況でユーザーの絞り込みを行います。上記の「対象」項目

で「コンテンツ」「研修プログラム」のいずれかを選んだ場合の

みに選択可能となります。 

「全員」は、受講状況にかかわらず、選択した条件に当てはまる全

てのユーザーに配信ができます。 

「未受講」は、選択した条件に当てはまるユーザーに配信する際に

受講状況が「未受講」となっているユーザーのみに配信ができます。 

「受講中」は、選択した条件に当てはまるユーザーに配信する際に

受講状況が「受講中」となっているユーザーのみに配信ができます。 

「未受講・受講中」は、選択した条件に当てはまるユーザーに配信

する際に受講状況が「未受講」もしくは「受講中」となっているユ

ーザーのみに配信ができます。 

「受講済」は、選択した条件に当てはまるユーザーに配信する際に

受講状況が「受講済」となっているユーザーのみに配信ができます。 

 

「対象プログラム」 「条件」項目の絞り込みに使用するコンテンツもしくは研修プロ

グラムを選択します。上記の「対象」項目で「コンテンツ」「研修

プログラム」のいずれかを選んだ場合のみに選択可能となり、「コ

ンテンツ」を選択した場合はコンテンツ一覧が表示され、「研修プ

ログラム」を選択した場合は研修プログラム一覧が表示されます。 
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「配信方法」 配信を行うタイミングを設定します。 

「即日配信は、「お知らせ登録」もしくは「メール送信」ボタンを

押した後、即座に反映、送信を行います。 

「配信日指定」は、設定した日付にお知らせの配信を行います。メ

ールの場合、指定した日付の AM7:00に送信処理を行います。 

「終了日前指定」は、上記の「対象」項目で「コンテンツ」「研修

プログラム」のいずれかを選んだ場合のみに選択可能となります。

選択したコンテンツもしくは研修プログラムの公開期間終了日の

何日前に配信を行うか設定できます。 

「配信終了日」 配信を行ったお知らせの配信を終了する日を設定します。配信終

了日を迎えたお知らせは、受講者のお知らせ画面に表示されなく

なります。お知らせ管理画面などのお知らせ画面には表示され続

けるため、管理画面からは引き続き参照、変更等を行うことがで

きます。 

 

・「対象ユーザー選択」では、ユーザーID、ユーザー名、所属、生年月日を入力し

て対象者を選定することができます。 

 

 

 

 

 

⑤「お知らせ登録」「メール送信」ボタンを押して、対象者にお知らせを配信しま

す。 

・「お知らせ登録」は、作成したお知らせを設定した配信方法で、選択したユーザ

ーに対して「お知らせ」として配信します。 

・「メール送信」は、作成したお知らせを設定した配信方法で、選択したユーザー

のメールアドレス宛に「メール」を送信します。 
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（３）お知らせ一覧 

お知らせ一覧には、編集したお知らせやメールが保存されています。なお、配信後、件

名、本文は保存されますが、添付ファイルは保存されないので注意してください。 

 

一覧の「件名」を押すと、お知らせ詳細

画面が表示されます。お知らせを削除する

場合、削除したいお知らせを選択（チェッ

クボックスのチェックを ON）して「削除」

ボタンを押します。 

 

 

 

 

お知らせ詳細画面 

内容を変更して「変更」ボタンを押せば、お

知らせの更新ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既読状況・対象者一覧 

 一覧の「既読状況・対象者一覧」の「詳

細」ボタンを押して移動します。配信し

た「お知らせ」や「メール」の状況が確

認できます。「お知らせ」の場合、本画

面から既読情報の確認ができます。お知

らせの種別が「メール」の場合は対象者

の確認のみ行えます。 
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８．学習状況管理 

研修プログラム開始後、受講者の受講状況の確認は、学習状況画面で行います。確認方

法は、「プログラム別」と「ユーザー別」の２種類あります。 

「プログラム別」は、NISE が設定している分類（特別支援教育全般、障害種別の専門性、

通常の学級における学びの困難さに応じた指導）の下位に位置付く一つ一つのコンテンツ

の視聴状況（未受講、受講中、受講済の人数）が確認でき、視聴状況をグラフにして示す

機能もあります。「ユーザー別」は、研修管理者が管理している全ての受講者のそれぞれの

受講状態が一覧となって表示されます。 

また、「学習状況管理」とは別に、管理者用メニューの「研修プログラム」に位置付いて

いる「学習状況」を選択すると、研修管理者が作成した研修プログラムごとの学習状況（未

受講、受講中、受講済）を確認することもできます。 

 

（１）「プログラム別」学習状況の確認手順 

プログラム別学習状況管理では、以下の内容を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム別で学習状況管理の検索は、以下の手順で行うことができます。 

 

① メニューから学習状況管理の「プログラム別」を選択します。（ヘッダーメニューの場

合は学習状況管理アイコンをクリックするか、学習状況管理アイコンにカーソルを乗

せて「プログラム別」を選択します。） 

  

メニューから選択 ヘッダーメニューから選択 

 

・プログラム別に受講状態を受講者（ユーザー）数、未受講数、受講中数、受講済数ごと

に集計。 

・プログラム別コンテンツ単位で受講状態の人数割合をグラフで表示。 

・各受講状態の区分ごとに集計されたユーザーの受講履歴の詳細を確認。 

・各ユーザーのテスト結果の確認。 

・各ユーザーのアンケート回答結果を確認。 

・各プログラム別のテスト問題ごとの正解者数、正解率を集計した結果の確認。 

・各ユーザーの受講履歴およびテスト、アンケートの集計表を Excelファイルでダウンロ

ード。 
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② 対象となるプログラムを検索し、プログラム一覧を表示します。 

 

検索条件の設定フィールドです。分類、

受講期間の条件を指定して検索をしま

す。 

 

検索条件に全て一致するプログラムが

表示されます。 

 

結果表示後、「グラフ」ボタンを押すと

受講状態ごとのユーザー数がグラフで

表示されます。 

 

 

 

 

③ プログラム一覧に示されたプログラムの一つを選択して、プログラムに含まれるコン

テンツごとのユーザーのデータを表示します。 

 

コンテンツごとに受講者人数の合

計、未受講、受講中、受講済みの

それぞれの人数が示されます。 

 

テスト、アンケートがある場合そ

れぞれの集計ボタンがコンテンツ

一覧の受講期間欄に表示されます。

このボタンを押すことで、集計結

果が表示されます。 

 

 

 



NISE 学びラボ 研修管理者マニュアル 

24 

 

④ コンテンツ一覧の受講者数および各受講状態欄にある「詳細」ボタンを押すと、受講

者ごとのコンテンツの学習状況一覧が表示されます。 

 

各受講状態を選択した場合、その受講

状態の受講者のみに絞られます。

「Excel 出力」ボタンを押すと、現在表

示されている受講者の学習状況データ

を Excel に出力することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「講義閲覧累積時間」を「講義閲覧回数」で除すると、１回当たりの視聴時間の平均値が

算出できます。各コンテンツの視聴時間と比較することで、受講を適切に行ったかどうか

を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PG1200004

PM1200002

PM2200004

PS3200005

PS3200014

PS3200103

ユーザーID

受講済 － 1 00:39:27 2020/04/03 14:42:20 2019/10/01~無期限 -

受講済 － 1 2020/04/06 16:30:16 2019/10/01~無期限 -

受講済 － 1 00:33:54 2020/04/06 9:56:35 2019/10/01~無期限 -

受講済 － 1 00:36:23 2020/04/07 21:13:50 2019/10/01~無期限 -

受講済 － 1 00:33:34 2020/04/05 9:33:41 2019/10/01~無期限 -

受講済 － 1 00:33:34 2020/04/10 11:07:05 2019/10/01~無期限 -

アンケート受講状態 受講期間誓約書
講義

閲覧回数

講義

閲覧累積時間

講義

初回閲覧完了日時

講義

最終閲覧日時
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（２）「ユーザー別」学習状況の確認手順 

ユーザー別学習状況管理では、以下の内容を行うことができます。 

 

・ユーザー別に複数プログラムの受講状況を確認。 

・各ユーザーのテスト結果の確認。 

・各ユーザーのアンケート回答結果を確認。 

・各ユーザーの受講履歴およびテスト、アンケートの集計表を Excel ファイルでダウ

ンロード。 

 

ユーザー別で学習状況管理の検索は、以下の手順で行うことができます。 

 

① メニューから学習状況管理の「ユーザー別」を選択します。（ヘッダーメニューの場合

は学習状況管理アイコンにカーソルを乗せて「ユーザー別」を選択します。） 

  

メニューから選択 ヘッダーメニューから選択 

 

② 条件を設定して、確認したい受講者を絞り込みます。 

 

検索条件の設定フィールドです。分類、

受講期間の条件を指定して検索をし

ます。 

 

 

検索条件に全て一致するユーザーが

表示されます。 

 

「Excel 出力」ボタンを押すと、現在

表示されている受講者の学習状況デ

ータを Excel に出力できるのは、「プ

ログラム別」の操作と同じです。 

 

（３）「研修プログラム」に位置付く
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「学習状況」の確認手順 

研修プログラムの学習状況画面では、自身が管理する研修プログラム/受講者の受講状況

を確認することができます。研修プログラム単位で集計を行った結果を確認することもで

きます。 

 

研修プログラムの学習状況を確認する場合、以下の手順で行うことができます。 

 

① メニューから研修プログラムの「学習状況」を選択します。（ヘッダーメニューの場合

は研修プログラムアイコンをクリックするか、研修プログラムアイコンにカーソルを

乗せて「学習状況」を選択します。） 

 

 
 

メニューから選択 ヘッダーメニューから選択 

 

② 検索条件を入力して「検索」ボタンを押します。検索条件を設定しない場合、自身が

管理する研修プログラム/受講者全ての受講状況が検索結果に表示されます。 

 

 

 

 

初めに、研修プログラム単位に受講者を集

計した結果が表示されます。 

 

この時、研修プログラム名を選択すること

でコンテンツごとの集計結果を表示するこ

とができます。 
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コンテンツ単位で集計された結果を表

示しているとき、コンテンツ名を選択す

ることでユーザーごとの詳細な学習状

況を確認することができます。研修プロ

グラム、コンテンツを選択する際、検索

条件の内容も連動して変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「戻る」ボタンを押せば、より上位の

集計結果に戻ります。いずれの結果を

表示しているときでも「Excel 出力」ボ

タンを使用することができます。出力

結果は常にユーザーごとの学習状況単

位のデータとなります。 
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９．よくある質問 

 

（１）利用する前 

 

Q１  NISE 学びラボを団体登録により利用する場合、利用料金はかかりますか。 

 

A１  無料です。 

 

 

Q２  NISE学びラボを団体登録により利用する場合、何らかの資格や条件は必要ですか。 

 

A２  必要とする資格等はありません。NISE 学びラボの団体登録は、各団体のニーズに

合わせて、特別支援教育に関するオンライン研修の提供を支援することが目的です。

教育委員会、教育センターや、幼稚園・小・中・高等学校・特別支援学校等の各学校

での活用はもちろん、福祉施設、医療機関、民間企業等での研修でもご活用ください。 

 

 

Q３  NISE 学びラボを用いて、どのような研修を企画することが可能ですか。 

 

A３  NISE 学びラボは、様々な研修にご活用いただけます。想定される活用例としては、

集合型の研修や講義の事前学習や、遠隔地の受講者に対する特定の研修プログラム

の提供などがあります。 

研修や講義を通じて個別の受講者に対し、特定のコンテンツの視聴を求める場合

は、団体登録により取得した ID をご活用の上、受講者リストを作成し、特定のコン

テンツを研修プログラムとして割り当てて視聴を求めるようにしてください。こう

することで、受講者の受講状況等を把握することが可能となります。 

 

 

Q４  教育委員会や学校主催の集合研修や、大学等の講義の一部でコンテンツを視聴させ

ることは可能ですか。 

 

A４  可能です。 

集合型の研修や講義の一部に NISE 学びラボのコンテンツを活用する場合は、研

修担当者等が個人登録により取得した ID をご活用ください。 
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Q５  営利目的での NISE 学びラボのコンテンツ利用は可能ですか。 

 

A５  営利目的による利用は禁止しています。個人登録の場合も同様です。全てのコンテ

ンツの著作権は、国立特別支援教育総合研究所にあります。コンテンツ及び講義資

料等を SNS 等の各種媒体に複製、翻訳、変形、転載、展示等することは、厳に謹ん

でください。営利目的以外の利用については、NISE 学びラボ担当（a-manabilabo@ 

nise.go.jp）までお問い合わせください。上記に反する利用が明らかとなった場合に

は、予告なく視聴の停止、団体登録の抹消などの手続きをとる場合がありますので、

ご注意ください。 

 

 

 

（２）操作について 

 

Q６  ログインできません。 

 

A６  初期パスワードは、登録したメールアドレスになります。受講者へ割り当てられる

初期パスワードも同様です。ID とともに初期パスワードを入力してみてください。パ

スワードを忘れた場合には、ログイン画面上「パスワードをお忘れの方」をクリック

し、パスワード初期化の手続きを行ってください。 

なお、パスワードの誤入力を防ぐためにも、ログイン後には、ホーム画面上部中央

の「ユーザー設定を選択し、パスワードの変更を行うことをお勧めします。 
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Q７  特定の順序で研修プログラムを視聴させることは可能ですか。 

 

A７  研修プログラムマスター登録（p.9）の画面上にある「研修プログラムのコンテン

ツ受講順を固定する」のチェックボックスにチェックを入れ、表示順を編集すること

で、特定の順序で視聴できる研修プログラムが作成できます。 

 

 

Q８  割り当てた研修プログラムが受講できません。 

 

A８  メニュー「研修プログラム」の中の「学習状況」を開き（p.26～「８．学習状況管

理（３）「研修プログラム」に位置付く「学習状況」の確認手順」参照）、想定してい

る受講者がリストに上がっているかどうかを確認してください。 

リストに上がっていない受講者がいた場合には、受講者の登録（p.6～「４．ユーザ

ー登録」参照）→研修プログラムの作成（p.9～「５．研修プログラム作成」参照）→

割当（p.14～「６．研修プログラム割当」参照）という順序を追って、必要な作業を行

ってください。 

新たに受講者を登録した場合には、その都度視聴させたい研修プログラムを割り当

てる作業が必要となるので注意が必要です。割当完了後、新たに研修プログラムを追

加した場合にも、受講者に対して割当作業を行う必要があります。 

 

 

Q９  受講者のグループごとに、異なる研修プログラムを割り当てるにはどうしたらよい

ですか。 

 

A９  全てのグループを一括で登録してしまうと、その後の割当作業で一覧から受講者を

探し出す作業で手間がかかってしまいます。そこで、対象ごとに名簿を作成し、登録

する都度、視聴させたい研修プログラムを割り当てると楽になります。 

   例として、受講者が研修プログラムを複数受講する場合には、「研修プログラム A だ

けを受ける受講者」「研修プログラム B だけを受ける受講者」「研修プログラム A と B

の両方を受ける受講者」という３種類の受講者リストを作成し、リストごとにユーザ

ー登録→研修プログラム作成→割当を行うと、受講者一人に対して ID を一つずつ付与

する作業を効率よく進めることができるでしょう。 

 

 

Q10  受講者に提供するコンテンツそのものを作成することはできますか。 

 

Q10  できません。各コンテンツは、国立特別支援教育総合研究所により企画・作成が行

われております。 
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Q11  年度を超えて研修プログラムや受講者の情報を持ち越すことは可能ですか。 

 

準備中 

 

 

 

（３）運用について 

 

Q12  教育委員会として、学校ごとに個人登録により取得した ID を知らせて、校内の不

特定多数の教職員に研修プログラムを視聴させることはできますか。 

 

A12  複数の受講者による個人登録 ID の使い回しは禁止しています。上記の例の対応と

しては、学校ごとに校長等の代表者の名前で団体登録を行っていただき（登録事務自

体は教育委員会が代行しても可）、学校ごとに受講者リストを作成し、受講者への研修

プログラムを割り当ててください。運用上の工夫として、ID を教育委員会と共有する

ことで、教育委員会でも学校ごとに一人一人の受講者の受講状況を把握することがで

きるようになります。 

   なお、複数の受講者による個人登録 ID の使い回しが明らかとなった場合には、予告

なく視聴の停止、個人登録の抹消などの手続きをとる場合がありますので、ご注意く

ださい。 

 

 

Q13  団体登録を活用して、全てのコンテンツについて校内の教職員に紹介することはで

きますか。 

 

A13  団体登録によって一定の受講者に対し、全てのコンテンツを提示したい場合には、

「研修プログラム」の中の「０．全コンテンツ」からコンテンツを割り当てること

で、対応することが可能です。ただし、団体登録によって提供可能となる研修プロ

グラムの視聴期間は、最長でその年の年度末となる３月一杯までとなるので、注意

が必要です。 

    全てのコンテンツを視聴するには、NISE 学びラボに個人登録をしていただく方法

もあります。個人登録では、デフォルトで設定されている研修プログラムを視聴す

ると、「受講状況」のページに視聴履歴が表示され、全てのコンテンツ視聴が終了す

ると、研修プログラムを視聴し終えたことが表示されることになっています。それ

ぞれが自分のペースで学習を進める場合には、個人登録により活用できる機能を用

いると便利です。 
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Q14  各コンテンツの受講直後にテストやアンケートを行うにはどうしたらよいですか。 

 

A14  研修管理者は、受講直後にテストやアンケートを設定する権限がありませんが、「お

知らせ管理画面」（「７．受講者へのお知らせ」参照）の機能を活用して、受講者に

テストやアンケートを実施することは可能です。予めテストやアンケートのファイ

ルをご用意いただき、回答方法等の指示を示した「お知らせ」や「メール」にファ

イル添付して送付するといった工夫により対応が可能となります。 

 

 

Q15  受講者の受講履歴の確認はできますか。また、そのデータの蓄積や分析はできます

か。 

 

A15  可能です。NISE 学びラボでは、団体登録により研修プログラムを割り当てた受講

者の受講状況のうち、把握可能なデータとして、①受講状態（未受講、受講中、受

講済の別）、②講義閲覧回数（１回、２回、３回…）、③講義閲覧累積時間（○時間

○分○秒）、④講義初回時間完了日時（○年○月○日○時○分○秒）、⑤講義最終時

間日時（○年○月○日○時○分○秒）、⑥受講期間（○年○月○日～○年○月○日；

受講期間は研修管理者が設定）、の６種類があります。 

    これらをもとに、受講の適切さの評価（講義閲覧累積時間／講義閲覧回数＝コン

テンツの再生時間）、研修プログラムごとの実施状況の把握（研修プログラムごとの

受講済人数／研修プログラムの全受講者）、ニーズの高かったコンテンツの特定（講

義閲覧回数の比較）などが可能です。期間（年度ごと、４半期ごとなど）を区切っ

て受講回数を集計すれば、期間ごとの視聴状況を評価することも可能です。これら

の分析にデータを用いるためには、一定期間ごとにデータを Excel で出力すること

（「８．学習状況管理」参照）をお勧めします。 

 

 

 

その他、御不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。 

 

 

問合せ先 

NISE 学びラボ担当 

a-manabilabo@nise.go.jp 

  

 

 



NISE 学びラボ 研修管理者マニュアル 

33 

 

コース コンテンツ名 

インクルーシブ

教育システム

関連 

共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムの構築 

インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（１） 障害児教育の歴史 

インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（２） 特別支援教育の理念と基本的な考え方 

インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（３） 学習指導要領と教育課程 

特別支援教育におけるＩＣＦの活用 

特別支援教育におけるＩＣＴの活用 

特別支援教育におけるカウンセリング技法 

インクルーシブ教育システムにおける交流及び共同学習 

「個別の指導計画」の作成と活用 

インクルーシブ教育システムの構築 

インクルーシブ教育システムにおける専門性と研修 

特別支援学校の地域におけるセンター的機能 

障害のある児童生徒等に対する早期からの一貫した支援 

合理的配慮と基礎的環境整備 

各学びの場に

おける教育 

多様な学びの場（１）特別支援学校の教育 

多様な学びの場（２）小学校・中学校等 

「通級による指導」の成立とその意義 

幼児期に 

おける教育 

幼児期における特別支援教育の考え方 

幼児期の具体的な関わり方の実際 

幼児期の関係機関との連携 

幼児期の子どもをもつ保護者とのかかわり 

高等学校に 

おける教育 

高等学校に求められる合理的配慮と基礎的環境整備 

高等学校における校内支援体制づくり（１） 

高等学校における校内支援体制づくり（２） 

高等学校における特別な配慮を要する生徒への進路指導 

高等学校における特別支援教育に関する研修及び授業研究の進め方 

高等学校段階（思春期）における障害のある生徒の心理と自己理解 

役割と連携 

小学校・中学校管理職のための特別支援学級における教育課程編成 

特別支援教育コーディネーター－役割と活動を中心に－ 

教育と福祉・医療等との連携 

発達、生理・ 

病理、諸検査

等 

医学的理解－行動上の問題・てんかん－ 

小・中学校に在籍する健康面への配慮が必要な児童生徒の理解 

発生期、胎生期及び周産期における障害 

中枢神経系における障害 

主な検査の種類と方法及び留意事項－発達検査法と知能検査法－ 

 

講義配信「NISE学びラボ」コンテンツ一覧 

「特別支援教育全般」一覧                                     令和２年４月 20日現在 
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コース コンテンツ名 

発達、生理・ 

病理、諸検査

等 

医学的理解－行動上の問題・てんかん－ 

小・中学校に在籍する健康面への配慮が必要な児童生徒の理解 

発生期、胎生期及び周産期における障害 

中枢神経系における障害 

主な検査の種類と方法及び留意事項－発達検査法と知能検査法－ 

検査の意義とアセスメント－アセスメントの目的と意義－ 

視覚検査法 

聴覚検査法 

 

 

コース コンテンツ名 

視覚障害 

視覚障害の特性と教育課程 

視覚障害教育における教科等の指導とキャリア教育・職業教育 

視覚障害教育における情報機器等の活用 

視覚障害教育における自立活動 

視覚に障害のある子どもにおける触覚活用 

視覚障害教育における教科指導法－国語の指導－ 

視覚障害児の認知と指導 

弱視学級における指導と学習支援 

弱視用視覚補助具概論－弱視レンズの選定と指導－   

聴覚障害 

きこえの仕組みと検査・補聴機器 

聴覚障害児のコミュニケーション 

聴覚障害児への教育的支援 

聴覚障害教育概論 

聴覚障害乳幼児の療育と指導 

手話の活用 

聴覚機能の理解と指導 

特別支援学校（聴覚障害）における進路指導・職業教育 

聴覚障害児の自己理解と教育 

知的障害 

知的障害の理解と教育的対応の基本 

知的障害教育における教育課程の編成 

各教科等における指導の工夫 

障害のある児童生徒のキャリア教育 

知的障害教育における自立活動の指導 

知的障害教育における領域・教科を合わせた指導 

知的障害教育の教育課程の歴史 

「障害種別の専門性」一覧                                     令和２年４月 20日現在 

 

「特別支援教育全般」一覧（続き） 
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コース コンテンツ名 

肢体不自由 

肢体不自由の特性と教育課程 

肢体不自由教育の実際その１ 

肢体不自由教育の実際その２ 

肢体不自由の児童生徒と教育課程 

肢体不自由のある子どもへのＡＡＣ 

自立活動の指導−指導計画の作成− 

肢体不自由教育におけるＩＣＦの活用 

肢体不自由教育の歴史 

小・中学校肢体不自由特別支援学級での指導等に関する実態 

病弱・身体虚

弱 

病弱・身体虚弱教育の特性と教育課程 

病弱・身体虚弱教育における指導の実際その１ 

病弱・身体虚弱教育における指導の実際その２ 

子どもの身体発育と運動発達 

関係性の障害とその対応 

病弱教育の歴史 

慢性疾患の理解 

言語 

言語障害とその教育－言語障害の定義・特性・分類－ 

言語障害のある児童生徒の理解と指導１ －構音障害・吃音障害－ 

言語障害のある児童生徒の理解と指導２ －言語機能の基礎的事項の発達の遅れや偏りに関する障害－ 

構音障害の理解と指導 

吃音の理解と対応 

口唇口蓋裂の医療 

言語障害教育の現状と課題 

ことばの遅れをめぐって 

情緒障害 

情緒障害教育概論 

自閉症教育概論 

選択性かん黙等の心理的要因が関与する児童生徒の理解と指導 
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コース コンテンツ名 

発達障害 

情緒障害のある児童生徒の指導と対応 

定義と判断 

学校における気づきと実態把握 

特性の理解 

特性に応じた指導 

個別の指導計画の作成と活用 

校内支援体制の構築 

自閉症のある児童生徒の自立活動の指導 

自閉症のある児童生徒の家族支援 

自閉症のある子どもの教育課程 

自閉症のある子どもの実態把握 

通常の学級における自閉症スペクトラム障害（ＡＳＤ）のある児童生徒の指導の対応 

自閉症のある子どものためのソーシャルスキル指導 

ADHDのある子どもの理解と対応 

発達障害のある子どもの思春期（前半） 

発達障害のある子どもの思春期（後半） 

幼児期の発達障害 

ＬＤのある子どもの理解と対応 

アセスメントの目的と活用 

発達障害のある子どもの通常の学級における支援 

発達障害のある子どもの通級による指導 

重複 

重複障害の概念と教育課程 

医療的ケアを必要とする子どもへの対応 

訪問教育における指導 

重複障害のある児童生徒の実態把握と指導の基本的観点 

重複障害のある子どものコミュニケーション 

盲ろうの子どもたちの理解と指導 

重複障害のある子どもとのコミュニケーションを支える環境づくり 

特別支援教育における重複障害教育の現状と課題 

重度・重複障害者の卒後の支援 

盲ろうの子どもたちの指導の実際 

手厚い支援を必要としている子どもが主体となる教育計画と実践 
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コース コンテンツ名 

小学校段階 

小学校理科 

小学校体育 

小学校家庭 

小学校総合的な学習の時間 
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